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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
背景に新聞紙の風合いとテクスチャ効果を適用した図
(上級)

ヒント:  このスライドのいくつかの図形の効果は、[図形の合成] コマンドで作成されています。 このコマンドを使用するには、[ファイル] タブの上に表示されるクイック アクセス ツール バーにコマンドを追加する必要があります。  クイック アクセス ツール バーをカスタマイズするには、次の操作を行います。
クイック アクセス ツール バーの横の矢印をクリックし、[クイック アクセス ツール バーのユーザー設定] で、[その他のコマンド] をクリックします。
[PowerPoint のオプション] ダイアログ ボックスで、[コマンドの選択] ボックスの一覧の [すべてのコマンド] を選択します。 
コマンドの一覧で、[図形の合成] をクリックし、[追加] をクリックします。

このスライドの図形の効果を再現するには、次の操作を行います。
[ホーム] タブの [スライド] で [レイアウト] をクリックし、[白紙] をクリックします。
[ホーム] タブの [図形描画] で [図形] をクリックし、[四角形] の [正方形/長方形] をクリックします。
スライド上でドラッグして四角形を描画します。 
四角形を選択します。 [描画ツール] の [書式] タブの [サイズ] で [配置とサイズ] ダイアログ ボックス起動ツールをクリックします。 [図形の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで [サイズ] をクリックし、[サイズ] ウィンドウの [サイズと角度] で、[高さ] ボックスに「5.76"」、[幅] ボックスに「4"」と入力します。 
[図形の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウの [塗りつぶし] をクリックし、[塗りつぶし] ウィンドウの [塗りつぶし (図またはテクスチャ)] をクリックして、[テクスチャ] の横のボタンをクリックし、[新聞紙] (3 段目) をクリックします。 
[図の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで [図の修整] をクリックし、[図の修整] ウィンドウの [明るさとコントラスト] で、[コントラスト] ボックスに「40%」と入力します。
[図の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで [線の色] をクリックし、[線の色] ウィンドウで、[線なし] をクリックします。
[図の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで [光彩とぼかし] をクリックし、[光彩とぼかし] ウィンドウで、次の操作を行います。
[光彩] で、[標準スタイル] の横のボタンをクリックし、[光彩なし] をクリックします。
[ぼかし] の [サイズ] ボックスに「2.5 pt」と入力します。
四角形を右クリックし、[頂点の編集] をクリックして四角形の上辺を右クリックし、[頂点の追加] をクリックして、新しい頂点を追加します。 この手順を繰り返して、約 15 個の頂点を上辺に追加してください。 底辺にも同じ手順を適用します。 追加したそれぞれの点を選択し、上下にドラッグして、紙が破れた風合いを出します。
四角形をスライド領域の右半分に移動します。 
四角形を選択します。 [ホーム] タブの [図形描画] で [配置] をクリックし、[配置] をポイントして、[上下中央揃え] をクリックします。

このスライドの図の効果を再現するには、次の操作を行います。
[挿入] タブの [画像] で [図] をクリックします。 [図の挿入] ダイアログ ボックスで、図を選択し、[挿入] をクリックします。
図を選択します。 [図ツール] の [書式] タブの [サイズ] で、[配置とサイズ] ダイアログ ボックス起動ツールをクリックします。 [図の書式設定] ダイアログ ボックスで、イメージのサイズを変更するかトリミングします。高さは「4.74"」に、幅は「3.4"」に設定してください。 図をトリミングするには、左側のウィンドウで [トリミング] をクリックし、右側のウィンドウの [トリミング位置] で、[高さ]、[幅]、[左]、および [上] の各ボックスに値を入力します。 図のサイズを変更するには、左側のウィンドウで [サイズ] をクリックし、右側のウィンドウの [サイズと角度] で、[高さ] および [幅] ボックスに値を入力します。
[図の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで [図の色] をクリックし、[図の色] ウィンドウの [色のトーン] で、[標準スタイル] の横のボタンをクリックし、[温度 5300 K] をクリックします。 
[図形の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで [影] をクリックし、[影] ウィンドウで、次の操作を行います。
[標準スタイル] の横のボタンをクリックし、[外側] の [オフセット (中央)] をクリックします。
[透過性] ボックスに「80%」と入力します。
[サイズ] ボックスに「101%」と入力します。
四角形に重ねるように図を配置します。
Ctrl キーを押したまま、四角形と図を選択します。 [ホーム] タブの [図形描画] で [配置] をクリックし、[配置] をポイントして、次の操作を行います。
[選択したオブジェクトを揃える] をクリックします。
[上下中央揃え] をクリックします。
[左右中央揃え] をクリックします。

このスライド上にある他の図形 (アーチ形の影) を再現するには、次の操作を行います。
[ホーム] タブの [図形描画] で [図形] をクリックし、[四角形] の [正方形/長方形] をクリックします。 
スライド上でドラッグして四角形を描画します。
四角形を選択します。 [描画ツール] の [書式] タブの [サイズ] で、[高さ] ボックスに「50"」を、「幅」ボックスに「3.9"」を入力します。 
[ホーム] タブの [図形描画] で [図形] をクリックし、[基本図形] の [円/楕円] をクリックします。 
スライド上でドラッグして円/楕円を描画します。 
円/楕円を選択します。 [描画ツール] の [書式] タブの [サイズ] で、[高さ] ボックスに「2"」を、[幅] ボックスに「6.83"」を入力します。
四角形の底辺に重なるように円/楕円を配置します。 
Ctrl キーを押したまま、四角形を選択し、円/楕円を選択します。 [ホーム] タブの [図形描画] で [配置] をクリックし、[配置] をポイントして、[選択したオブジェクトを揃える] をクリックし、[左右中央揃え] をクリックします。
Ctrl キーを押したまま、四角形を選択し、円/楕円を選択します。 クイック アクセス ツール バーで [図形の合成] をクリックし、[図形の単純型抜き] をクリックします。
新しい図形を選択します。 [描画ツール] の [書式] タブで、[図形のスタイル] の [図形の書式設定] ダイアログ ボックス起動ツールをクリックします。 [図形の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで [塗りつぶし] をクリックし、[塗りつぶし] ウィンドウの [塗りつぶし (グラデーション)] をクリックして、次の操作を行います。
[種類] ボックスの一覧の [線形] を選択します。 
[角度] ボックスに「90°」と入力します。 
[グラデーションの分岐点] で、[グラデーションの分岐点を追加します] または [グラデーションの分岐点を削除します] を使用しながら、スライダー上に 2 つの分岐点を表示させます。
[グラデーションの分岐点] で、次のようにグラデーションの分岐点をカスタマイズします。
グラデーションの 1 つ目の分岐点をスライダーで選択し、次の操作を行います。
[位置] ボックスに「0%」と入力します。
[色] の横のボタンをクリックし、[テーマの色] で、[黒、テキスト 1] (1 段目) をクリックします。 
[透過性] ボックスに「50%」と入力します。
グラデーションのその他の分岐点をスライダーで選択し、次の操作を行います。
[位置] ボックスに「100%」と入力します。
[色] の横のボタンをクリックし、[テーマの色] で、[黒、テキスト 1] (1 段目) をクリックします。
[透過性] ボックスに「100%」と入力します。
[図形の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで [線の色] をクリックし、[線の色] ウィンドウで、[線なし] を選択します。 
[図形の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで [光彩とぼかし] をクリックし、[光彩とぼかし] ウィンドウで、次の操作を行います。
[光彩] で、[標準スタイル] の横のボタンをクリックし、[光彩なし] をクリックします。
[ぼかし] の [サイズ] ボックスに「2.5 pt」と入力します。
グラデーションによって塗りつぶされた透明の四角形を選択します。 [ホーム] タブの [クリップボード] で、[コピー] の右側の矢印をクリックし、[複製] をクリックします。
いずれかの透明の四角形をテクスチャによって塗りつぶされた四角形の底辺に配置します。 
[ホーム] タブの [図形描画] で [配置] をクリックし、[オブジェクトの順序] で [背面へ移動] をクリックします。 テクスチャによって塗りつぶされた四角形に図形の一部が隠れるまで、この作業を繰り返します。
その他の透明な四角形を選択します。 [描画ツール] の [書式] タブの [サイズ] で、[高さ] ボックスに「0.34"」を、[幅] ボックスに「3.36"」を入力します。
透明の四角形を図の底辺に配置します。 [ホーム] タブの [図形描画] で [配置] をクリックし、[オブジェクトの順序] で [背面へ移動] をクリックします。 テクスチャによって塗りつぶされた四角形に図形の一部が隠れるまで、この作業を繰り返します。
Ctrl キーを押したまま、図を選択し、2 つの透明の四角形を選択し、さらに、テクスチャによって塗りつぶされた四角形を選択します。 [ホーム] タブの [図形描画] で [配置] をクリックし、[配置] をポイントして、次の操作を行います。
[選択したオブジェクトを揃える] をクリックします。
[左右中央揃え] をクリックします。

このスライドの文字の効果を再現するには、次の操作を行います。
[挿入] タブの [テキスト] で [テキスト ボックス] をクリックします。
スライド上でドラッグしてテキスト ボックスを描画します。 
テキスト ボックスに文字列を入力して選択します。 [ホーム] タブの [フォント] で、[フォント] ボックスの一覧から [ＭＳ Ｐゴシック] を選択し、[フォント サイズ] ボックスの一覧から [36 pt] を選択して、[フォントの色] ボックスの一覧から [黒、テキスト 1] を選択します。
スライドの左側にテキスト ボックスを配置します。

このスライドの背景の効果を再現するには、次の操作を行います。
[ホーム] タブの [図形描画] で [図形] をクリックし、[四角形] の [正方形/長方形] をクリックします。 
スライド上でドラッグして四角形を描画します。
四角形を選択します。 [描画ツール] の [書式] タブの [サイズ] で [配置とサイズ] ダイアログ ボックス起動ツールをクリックします。 [図形の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで [サイズ] をクリックし、[サイズ] ウィンドウの [高さ] ボックスに「7.5"」、[幅] ボックスに「10"」と入力します。
[図形の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで [線の色] をクリックし、[線の色] ウィンドウで [線なし] をクリックします。
[図形の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで [塗りつぶし] をクリックし、[塗りつぶし] ウィンドウで、[塗りつぶし (図またはテクスチャ)] をクリックします。 [テクスチャ] の横のボタンをクリックし、[麻] (1 段目) をクリックします。
[図の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで [図の修整] をクリックし、[図の修整] ウィンドウで、次の操作を行います。
[シャープネス] で、[標準スタイル] の横のボタンをクリックし、[ソフト: 25%] をクリックします。
[明るさとコントラスト] の [明るさ] ボックスに「14%」と入力します。 
[図の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで、[図の色] をクリックし、[図の色] ウィンドウの [色の変更] で、[標準スタイル] の横のボタンをクリックし、[セピア] (1 段目) をクリックします。
[ホーム] タブの [図形描画] で [図形] をクリックし、[四角形] の [正方形/長方形] をクリックします。
スライド上でドラッグして四角形を描画します。
四角形を選択します。 [描画ツール] の [書式] タブの [サイズ] で [配置とサイズ] ダイアログ ボックス起動ツールをクリックします。 [図形の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで [サイズ] をクリックし、[サイズ] ウィンドウの [高さ] ボックスに「7.5"」、[幅] ボックスに「10"」と入力します。
四角形を選択します。 [描画ツール] の [書式] タブの [図形のスタイル] で、[図形の塗りつぶし] をクリックし、[グラデーション] をポイントして、[その他のグラデーション] をクリックします。 [図形の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで [塗りつぶし] をクリックし、[塗りつぶし] ウィンドウの [塗りつぶし (グラデーション)] をクリックして、次の操作を行います。
[種類] ボックスの一覧の [線形] を選択します。 
[角度] ボックスに「90°」と入力します。 
[グラデーションの分岐点] で、[グラデーションの分岐点を追加します] または [グラデーションの分岐点を削除します] を使用しながら、スライダー上に 4 つの分岐点を表示させます。
[グラデーションの分岐点] で、次のようにグラデーションをカスタマイズします。
スライダーで 1 つ目の分岐点を選択し、次の操作を行います。
[位置] ボックスに「0%」と入力します。
[色] の横のボタンをクリックし、[その他の色] をクリックして、[色の設定] ダイアログ ボックスの [ユーザー設定] タブを表示し、[赤] を「48」に、[緑] を「50」に、[青] を「30」に設定します。
[透過性] ボックスに「30%」と入力します。
スライダーで次の分岐点を選択し、次の操作を行います。
[位置] ボックスに「29%」と入力します。
[色] の横のボタンをクリックし、[テーマの色] で、[白、背景 1] (1 段目) をクリックします。
[透過性] ボックスに「18%」と入力します。
スライダーで次の分岐点を選択し、次の操作を行います。
[位置] ボックスに「51%」と入力します。
[色] の横のボタンをクリックし、[テーマの色] で、[白、背景 1] (1 段目) をクリックします。
[透過性] ボックスに「30%」と入力します。 
スライダーで最後の分岐点を選択し、次の操作を行います。
[位置] ボックスに「100%」と入力します。
[色] の横のボタンをクリックし、[その他の色] をクリックして、[色の設定] ダイアログ ボックスの [ユーザー設定] タブを表示し、[赤] を「78」に、[緑] を「81」に、[青] を「61」に設定します。
[透過性] ボックスに「20%」と入力します。 
[図形の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで [線の色] をクリックし、[線の色] ウィンドウで、[線なし] をクリックします。
Ctrl キーを押したまま、両方の四角形を選択します。 [ホーム] タブの [図形描画] で [配置] をクリックし、[配置] をポイントして、次の操作を行います。
[スライドに合わせて配置] をクリックします。
[上下中央揃え] をクリックします。 
[左右中央揃え] をクリックします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
背景に新聞紙の風合いとテクスチャ効果を適用した図
(上級)

ヒント:  このスライドのいくつかの図形の効果は、[図形の合成] コマンドで作成されています。 このコマンドを使用するには、[ファイル] タブの上に表示されるクイック アクセス ツール バーにコマンドを追加する必要があります。  クイック アクセス ツール バーをカスタマイズするには、次の操作を行います。
クイック アクセス ツール バーの横の矢印をクリックし、[クイック アクセス ツール バーのユーザー設定] で、[その他のコマンド] をクリックします。
[PowerPoint のオプション] ダイアログ ボックスで、[コマンドの選択] ボックスの一覧の [すべてのコマンド] を選択します。 
コマンドの一覧で、[図形の合成] をクリックし、[追加] をクリックします。

このスライドの図形の効果を再現するには、次の操作を行います。
[ホーム] タブの [スライド] で [レイアウト] をクリックし、[白紙] をクリックします。
[ホーム] タブの [図形描画] で [図形] をクリックし、[四角形] の [正方形/長方形] をクリックします。
スライド上でドラッグして四角形を描画します。 
四角形を選択します。 [描画ツール] の [書式] タブの [サイズ] で [配置とサイズ] ダイアログ ボックス起動ツールをクリックします。 [図形の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで [サイズ] をクリックし、[サイズ] ウィンドウの [サイズと角度] で、[高さ] ボックスに「5.76"」、[幅] ボックスに「4"」と入力します。 
[図形の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウの [塗りつぶし] をクリックし、[塗りつぶし] ウィンドウの [塗りつぶし (図またはテクスチャ)] をクリックして、[テクスチャ] の横のボタンをクリックし、[新聞紙] (3 段目) をクリックします。 
[図の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで [図の修整] をクリックし、[図の修整] ウィンドウの [明るさとコントラスト] で、[コントラスト] ボックスに「40%」と入力します。
[図の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで [線の色] をクリックし、[線の色] ウィンドウで、[線なし] をクリックします。
[図の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで [光彩とぼかし] をクリックし、[光彩とぼかし] ウィンドウで、次の操作を行います。
[光彩] で、[標準スタイル] の横のボタンをクリックし、[光彩なし] をクリックします。
[ぼかし] の [サイズ] ボックスに「2.5 pt」と入力します。
四角形を右クリックし、[頂点の編集] をクリックして四角形の上辺を右クリックし、[頂点の追加] をクリックして、新しい頂点を追加します。 この手順を繰り返して、約 15 個の頂点を上辺に追加してください。 底辺にも同じ手順を適用します。 追加したそれぞれの点を選択し、上下にドラッグして、紙が破れた風合いを出します。
四角形をスライド領域の右半分に移動します。 
四角形を選択します。 [ホーム] タブの [図形描画] で [配置] をクリックし、[配置] をポイントして、[上下中央揃え] をクリックします。

このスライドの図の効果を再現するには、次の操作を行います。
[挿入] タブの [画像] で [図] をクリックします。 [図の挿入] ダイアログ ボックスで、図を選択し、[挿入] をクリックします。
図を選択します。 [図ツール] の [書式] タブの [サイズ] で、[配置とサイズ] ダイアログ ボックス起動ツールをクリックします。 [図の書式設定] ダイアログ ボックスで、イメージのサイズを変更するかトリミングします。高さは「4.74"」に、幅は「3.4"」に設定してください。 図をトリミングするには、左側のウィンドウで [トリミング] をクリックし、右側のウィンドウの [トリミング位置] で、[高さ]、[幅]、[左]、および [上] の各ボックスに値を入力します。 図のサイズを変更するには、左側のウィンドウで [サイズ] をクリックし、右側のウィンドウの [サイズと角度] で、[高さ] および [幅] ボックスに値を入力します。
[図の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで [図の色] をクリックし、[図の色] ウィンドウの [色のトーン] で、[標準スタイル] の横のボタンをクリックし、[温度 5300 K] をクリックします。 
[図形の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで [影] をクリックし、[影] ウィンドウで、次の操作を行います。
[標準スタイル] の横のボタンをクリックし、[外側] の [オフセット (中央)] をクリックします。
[透過性] ボックスに「80%」と入力します。
[サイズ] ボックスに「101%」と入力します。
四角形に重ねるように図を配置します。
Ctrl キーを押したまま、四角形と図を選択します。 [ホーム] タブの [図形描画] で [配置] をクリックし、[配置] をポイントして、次の操作を行います。
[選択したオブジェクトを揃える] をクリックします。
[上下中央揃え] をクリックします。
[左右中央揃え] をクリックします。

このスライド上にある他の図形 (アーチ形の影) を再現するには、次の操作を行います。
[ホーム] タブの [図形描画] で [図形] をクリックし、[四角形] の [正方形/長方形] をクリックします。 
スライド上でドラッグして四角形を描画します。
四角形を選択します。 [描画ツール] の [書式] タブの [サイズ] で、[高さ] ボックスに「50"」を、「幅」ボックスに「3.9"」を入力します。 
[ホーム] タブの [図形描画] で [図形] をクリックし、[基本図形] の [円/楕円] をクリックします。 
スライド上でドラッグして円/楕円を描画します。 
円/楕円を選択します。 [描画ツール] の [書式] タブの [サイズ] で、[高さ] ボックスに「2"」を、[幅] ボックスに「6.83"」を入力します。
四角形の底辺に重なるように円/楕円を配置します。 
Ctrl キーを押したまま、四角形を選択し、円/楕円を選択します。 [ホーム] タブの [図形描画] で [配置] をクリックし、[配置] をポイントして、[選択したオブジェクトを揃える] をクリックし、[左右中央揃え] をクリックします。
Ctrl キーを押したまま、四角形を選択し、円/楕円を選択します。 クイック アクセス ツール バーで [図形の合成] をクリックし、[図形の単純型抜き] をクリックします。
新しい図形を選択します。 [描画ツール] の [書式] タブで、[図形のスタイル] の [図形の書式設定] ダイアログ ボックス起動ツールをクリックします。 [図形の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで [塗りつぶし] をクリックし、[塗りつぶし] ウィンドウの [塗りつぶし (グラデーション)] をクリックして、次の操作を行います。
[種類] ボックスの一覧の [線形] を選択します。 
[角度] ボックスに「90°」と入力します。 
[グラデーションの分岐点] で、[グラデーションの分岐点を追加します] または [グラデーションの分岐点を削除します] を使用しながら、スライダー上に 2 つの分岐点を表示させます。
[グラデーションの分岐点] で、次のようにグラデーションの分岐点をカスタマイズします。
グラデーションの 1 つ目の分岐点をスライダーで選択し、次の操作を行います。
[位置] ボックスに「0%」と入力します。
[色] の横のボタンをクリックし、[テーマの色] で、[黒、テキスト 1] (1 段目) をクリックします。 
[透過性] ボックスに「50%」と入力します。
グラデーションのその他の分岐点をスライダーで選択し、次の操作を行います。
[位置] ボックスに「100%」と入力します。
[色] の横のボタンをクリックし、[テーマの色] で、[黒、テキスト 1] (1 段目) をクリックします。
[透過性] ボックスに「100%」と入力します。
[図形の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで [線の色] をクリックし、[線の色] ウィンドウで、[線なし] を選択します。 
[図形の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで [光彩とぼかし] をクリックし、[光彩とぼかし] ウィンドウで、次の操作を行います。
[光彩] で、[標準スタイル] の横のボタンをクリックし、[光彩なし] をクリックします。
[ぼかし] の [サイズ] ボックスに「2.5 pt」と入力します。
グラデーションによって塗りつぶされた透明の四角形を選択します。 [ホーム] タブの [クリップボード] で、[コピー] の右側の矢印をクリックし、[複製] をクリックします。
いずれかの透明の四角形をテクスチャによって塗りつぶされた四角形の底辺に配置します。 
[ホーム] タブの [図形描画] で [配置] をクリックし、[オブジェクトの順序] で [背面へ移動] をクリックします。 テクスチャによって塗りつぶされた四角形に図形の一部が隠れるまで、この作業を繰り返します。
その他の透明な四角形を選択します。 [描画ツール] の [書式] タブの [サイズ] で、[高さ] ボックスに「0.34"」を、[幅] ボックスに「3.36"」を入力します。
透明の四角形を図の底辺に配置します。 [ホーム] タブの [図形描画] で [配置] をクリックし、[オブジェクトの順序] で [背面へ移動] をクリックします。 テクスチャによって塗りつぶされた四角形に図形の一部が隠れるまで、この作業を繰り返します。
Ctrl キーを押したまま、図を選択し、2 つの透明の四角形を選択し、さらに、テクスチャによって塗りつぶされた四角形を選択します。 [ホーム] タブの [図形描画] で [配置] をクリックし、[配置] をポイントして、次の操作を行います。
[選択したオブジェクトを揃える] をクリックします。
[左右中央揃え] をクリックします。

このスライドの文字の効果を再現するには、次の操作を行います。
[挿入] タブの [テキスト] で [テキスト ボックス] をクリックします。
スライド上でドラッグしてテキスト ボックスを描画します。 
テキスト ボックスに文字列を入力して選択します。 [ホーム] タブの [フォント] で、[フォント] ボックスの一覧から [ＭＳ Ｐゴシック] を選択し、[フォント サイズ] ボックスの一覧から [36 pt] を選択して、[フォントの色] ボックスの一覧から [黒、テキスト 1] を選択します。
スライドの左側にテキスト ボックスを配置します。

このスライドの背景の効果を再現するには、次の操作を行います。
[ホーム] タブの [図形描画] で [図形] をクリックし、[四角形] の [正方形/長方形] をクリックします。 
スライド上でドラッグして四角形を描画します。
四角形を選択します。 [描画ツール] の [書式] タブの [サイズ] で [配置とサイズ] ダイアログ ボックス起動ツールをクリックします。 [図形の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで [サイズ] をクリックし、[サイズ] ウィンドウの [高さ] ボックスに「7.5"」、[幅] ボックスに「10"」と入力します。
[図形の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで [線の色] をクリックし、[線の色] ウィンドウで [線なし] をクリックします。
[図形の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで [塗りつぶし] をクリックし、[塗りつぶし] ウィンドウで、[塗りつぶし (図またはテクスチャ)] をクリックします。 [テクスチャ] の横のボタンをクリックし、[麻] (1 段目) をクリックします。
[図の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで [図の修整] をクリックし、[図の修整] ウィンドウで、次の操作を行います。
[シャープネス] で、[標準スタイル] の横のボタンをクリックし、[ソフト: 25%] をクリックします。
[明るさとコントラスト] の [明るさ] ボックスに「14%」と入力します。 
[図の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで、[図の色] をクリックし、[図の色] ウィンドウの [色の変更] で、[標準スタイル] の横のボタンをクリックし、[セピア] (1 段目) をクリックします。
[ホーム] タブの [図形描画] で [図形] をクリックし、[四角形] の [正方形/長方形] をクリックします。
スライド上でドラッグして四角形を描画します。
四角形を選択します。 [描画ツール] の [書式] タブの [サイズ] で [配置とサイズ] ダイアログ ボックス起動ツールをクリックします。 [図形の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで [サイズ] をクリックし、[サイズ] ウィンドウの [高さ] ボックスに「7.5"」、[幅] ボックスに「10"」と入力します。
四角形を選択します。 [描画ツール] の [書式] タブの [図形のスタイル] で、[図形の塗りつぶし] をクリックし、[グラデーション] をポイントして、[その他のグラデーション] をクリックします。 [図形の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで [塗りつぶし] をクリックし、[塗りつぶし] ウィンドウの [塗りつぶし (グラデーション)] をクリックして、次の操作を行います。
[種類] ボックスの一覧の [線形] を選択します。 
[角度] ボックスに「90°」と入力します。 
[グラデーションの分岐点] で、[グラデーションの分岐点を追加します] または [グラデーションの分岐点を削除します] を使用しながら、スライダー上に 4 つの分岐点を表示させます。
[グラデーションの分岐点] で、次のようにグラデーションをカスタマイズします。
スライダーで 1 つ目の分岐点を選択し、次の操作を行います。
[位置] ボックスに「0%」と入力します。
[色] の横のボタンをクリックし、[その他の色] をクリックして、[色の設定] ダイアログ ボックスの [ユーザー設定] タブを表示し、[赤] を「48」に、[緑] を「50」に、[青] を「30」に設定します。
[透過性] ボックスに「30%」と入力します。
スライダーで次の分岐点を選択し、次の操作を行います。
[位置] ボックスに「29%」と入力します。
[色] の横のボタンをクリックし、[テーマの色] で、[白、背景 1] (1 段目) をクリックします。
[透過性] ボックスに「18%」と入力します。
スライダーで次の分岐点を選択し、次の操作を行います。
[位置] ボックスに「51%」と入力します。
[色] の横のボタンをクリックし、[テーマの色] で、[白、背景 1] (1 段目) をクリックします。
[透過性] ボックスに「30%」と入力します。 
スライダーで最後の分岐点を選択し、次の操作を行います。
[位置] ボックスに「100%」と入力します。
[色] の横のボタンをクリックし、[その他の色] をクリックして、[色の設定] ダイアログ ボックスの [ユーザー設定] タブを表示し、[赤] を「78」に、[緑] を「81」に、[青] を「61」に設定します。
[透過性] ボックスに「20%」と入力します。 
[図形の書式設定] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウで [線の色] をクリックし、[線の色] ウィンドウで、[線なし] をクリックします。
Ctrl キーを押したまま、両方の四角形を選択します。 [ホーム] タブの [図形描画] で [配置] をクリックし、[配置] をポイントして、次の操作を行います。
[スライドに合わせて配置] をクリックします。
[上下中央揃え] をクリックします。 
[左右中央揃え] をクリックします。
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